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「われ巣鴨に山似せず近術文府と天引い
（日本紙消新聞社内）を持したノン
フィクション作家の工藤美代子氏に授与されました
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彩の川に於いて近術川一昨…ほ山会名作会長ご臨附のもとに執り行われました
工藤先生は、この著作の小で、近衛文民公について、数多く残された各位の日記類や関係資料にもとづき、
また、その後の内外の絡所文市公開による析しい資料を精査されて、優柔不断のイメージや多くの誤解や謎を解れました
c
文府公の一円一社側をされ、
川州彩されたことが受行
m
山になりました
Q
私は、前著作を参考に近衛文麿公の五五年の生涯を検証するために、便宜上問期に分けてみました口vJ
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誕生から大小を平業され、
内務中日地ト刀川に人り（けん判的に）、組問前まで。
六年）には、
「英米本似の．平和主義を排す」と一－一一円、っ論文を公にされ、
これは一九一九年（大正八年）のパリ
議和会議に牧野仰顕全権が人種差別 倣廃と各同民に対する公正を強く提案したことと通じる考えと思います。この附に、文府公は準随川として川行しています、
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1第：．次までの組問則間として。
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一次と二次の間には、平沼、阿部、米内内閣が組閣されていますが、この間には、慮溝橋から始
まったけ中戦争の不拡大の努力、日米開戦川避への努力などは、ゾルゲなどのコミユンテルンの陰謀、統帥権、その．
Ll
犯などの中にあって、どれだけ可能であったことでしょうかョ
第三則は、
円相を退いた以後から終戦まで凸
日十則終戦の仁作を滋兵に舵悦されながらも試みておりますコ
昭和二
O年一一月一凶日には、決死の上奏文が出ております。天皇に情報が達しない小での上奏でした。
約問則は、
終戦から附和二
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4川六日に山らのおん叩を絶たれるまで
c
文府公は、
終戦直後東久遡日
内閣の国務相として、
H・本や世界情勢について情報交換し、憲法の草案作りな
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どを始めますが、
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この背以にも、
人氏やコミユンテルンの陰謀が想定されております。
これらの各則間を通して、
あの悲法下にあって文府公の思考・
.. 1け動は
「ω
い丈府公」
の評側ではなく「強
い文麿公」であったと結論付けられました。
「近衛文麿公と一一司、っ日本人がいたと．一一．
Vつことを、日本人として
持りに思う」と仁旅先生をして九一．口わ めました
仁藤先生は、前著の次に「近術家の川和
じつの謎’一を凹月．凶
PHP
研究所から出版予定と何っておりま
す。し込山川公のほかに文降氏の小凶やシベリア抑仰の数々の謎も解いて附けるものと思います己
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の迎行を発出させて会と愛知大学の多傾の山町を得て今日にでっています愛知よ学所此の川文円院の学秘資料に加え当北全会これは初代川センター長
・AIh
水制よ郎名件数民
中
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いれけ院川窓をご紘に、
丈一町公
の舵案によるものでした
の黙して
A
らなかった心的に思いを馳せ、
多くの泣
町一を
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組々忽いを巡らせている
ことと思います
受賞の挨拶－L雌長代子でございます
今、大変ぷ附らしい論却をいただき
まして身に余る光栄に思っております
本日はわ仔と伝統ある日を計らずも．出依いたしまして、
心か
ら
御礼を・巾 上げます光年私はわれ県相に山頭せず
』
という川巾
行本を上作いたしましたが‘それがこのようなお・災めにあずかり、
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思いもよらない餓しさがこみ上げてまいります。それと巾しますのも実はこの本を市くきっかけというのは、近衛文麿公に対する言われなき誹訪や中傷が戦後何年経っても終わるばかりか、時には近年も総合雑誌や単行本でひど 扱いを受けていたのを見るにつけ、
一度きっぱりとここは言っておかなければいけない、と考
えたから した。そのためにロンドンのナショナルアーカイブ公文出飢にも足を述び新資料を発制して山き上げたものです。近衛 お父上の時代から中国と日本の文化交流や留学生の制度 確立など戦前、戦中を通じた束班同文書院の業績はもっと多くの皆さんに知られるべきことだと感じてまいりました。
そういう中で実は偶然なのですが、私はこの間月に「近術家の昭和」と題して前作の統．編というべき本を
出版することになっております。この本の中では文麿公とそのご長男の文隆さんの東亜同文書院でのことと、その後のソ述強制抑惚と板めて不審な文隆さんの死の謎についても論文に内 ました。
アジアと日本の．恥史
が正しい日で見直され、良いことは良い、反省すべきことは反省するという普通の同の付き合いが今こそなされるべきだと私は祈ってやみません。
そういう折に東亜同文書院記念基金貨を頂戴し、ま ます勇気が沸いてくる気がいたします。私の仕事一歩が、京都大徳寺に限っておら る文麿公や文隆さんの名誉のために少しでも役立てればこんなに嬉しいことはございません。心より貨の 併に関わられた先生方 そして関係者 皆様
H
に御礼を山・し上げたいと
思います。本日は誠にありがとうございました。
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